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井
上
靖
『
孔
子
』
覚
書
「
逝
く
も
の
」
の
彼
方
に
半
田
美
永
平
成
二
十
七
年
六
月
十
日
発
行
皇
學
館
論
叢
第
四
十
八
巻
第
三
号
抜
刷
皇
學
館
論
叢
第
四
十
八
巻
第
三
号
平
成
二
十
七
年
六
月
十
日
井
上
靖
『
孔
子
』
覚
書
「
逝
く
も
の
」
の
彼
方
に
半
田
美
永
□
要
旨
井
上
靖
の
長
編
小
説
『
孔
子
』
は
、
黄
河
流
域
を
放
浪
す
る
孔
子
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
物
語
で
あ
る
。
蔫
薑
と
名
乗
る
架
空
の
語
り
手
が
設
定
さ
れ
、
孔
子
の
十
四
年
間
の
放
浪
の
旅
と
、
戦
乱
の
世
に
あ
っ
て
絶
望
せ
ず
、
み
ず
か
ら
の
役
割
を
自
覚
し
て
、
天
命
を
生
き
抜
い
た
人
の
生
涯
が
回
想
的
に
語
ら
れ
る
。
作
品
中
に
は
、
論
語
解
釈
を
巡
る
井
上
靖
の
知
見
が
彫
琢
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
特
に
「
逝
く
も
の
は
斯
く
の
如
き
か
」
の
解
釈
に
着
目
し
、
ま
た
旧
都
・
負
函
に
比
重
を
置
く
作
家
の
意
図
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。
作
品
に
は
、
故
地
、
郷
里
の
語
が
散
り
ば
め
ら
れ
、
ま
た
黄
河
・
淮わい
水すい
な
ど
、
水
に
繋
が
る
イ
メ
ー
ジ
が
巧
妙
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
作
品
の
主
題
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
ま
た
こ
の
作
品
を
特
色
付
け
て
い
る
の
か
、
蔫
薑
の
語
り
を
通
し
て
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。
□
キ
ー
ワ
ー
ド
井
上
靖
『
孔
子
』
論
語
蔫
薑
え
ん
き
ょ
う
負
函
ふ
か
ん
黄
河
―1―
は
じ
め
に
長
編
小
説
『
孔
子
』
は
、
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
六
月
か
ら
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
五
月
ま
で
、
雑
誌
『
新
潮
』
に
休
載
を
挟
み
な
が
ら
、
計
二
十
一
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
て
完
結
し
た
。
作
者
が
満
八
十
歳
の
時
に
執
筆
が
始
ま
り
、
八
十
二
歳
で
完
成
し
て
い
る
。「
構
想
二
十
年
」
（
注
１
）と
み
ず
か
ら
が
言
う
作
品
の
完
成
の
後
、
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
一
月
二
十
九
日
、
急
性
肺
炎
を
発
症
し
て
逝
去
。
作
品
は
平
成
元
年
九
月
十
日
に
新
潮
社
よ
り
函
入
り
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。『
孔
子
』
執
筆
開
始
の
前
年
、
井
上
靖
は
、
国
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
で
食
道
癌
の
手
術
を
受
け
て
い
た
。
そ
し
て
、
同
年
四
月
号
の
『
新
潮
』
に
発
表
さ
れ
た
随
筆
「
負
函
」
が
絶
筆
と
な
っ
た
。
次
作
と
し
て
構
想
さ
れ
た
『
わ
だ
つ
み
』
は
、
つ
い
に
実
現
せ
ず
に
終
わ
っ
た
。
『
孔
子
』
執
筆
中
に
も
何
度
か
現
地
を
訪
れ
る
な
ど
、
特
に
井
上
靖
が
執
着
し
た
負
函
は
、
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
孔
子
が
「
近
き
者
説よろ
こび
、
遠
き
者
来
る
」
と
称
え
た
楚
国
の
旧
都
で
あ
る
。
物
語
の
中
で
は
、
架
空
の
人
物
・
蔫
薑
が
語
り
手
と
し
て
描
か
れ
、
孔
子
一
行
の
旅
に
同
行
し
な
が
ら
、
論
語
成
立
の
過
程
と
、
そ
こ
に
刻
み
込
ま
れ
た
思
想
の
根
幹
を
体
現
し
よ
う
と
努
め
る
。
孔
子
が
一
時
滞
在
し
た
負
函
を
、
四
十
年
後
の
蔫
薑
が
再
び
訪
ね
る
場
面
が
重
要
な
意
味
を
帯
び
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
作
品
の
大
き
な
特
色
は
、
作
者
が
論
語
の
新
注
の
縛
り
か
ら
離
れ
、
古
注
に
就
き
、
論
語
を
解
釈
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
点
に
あ
る
。
論
語
に
籠
め
ら
れ
た
思
想
の
真
意
は
、
孔
子
の
生
き
た
時
代
に
置
い
て
こ
そ
、
初
め
て
生
命
を
帯
び
る
の
だ
と
い
う
作
者
の
根
本
的
な
考
え
方
が
あ
る
。
朱
熹
以
来
の
新
注
は
、
日
本
の
江
戸
時
代
以
来
の
教
材
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
教
育
は
勤
勉
な
人
材
を
育
成
す
る
と
い
う
目
的
に
適
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
論
語
解
釈
は
、
明
治
以
降
の
我
が
国
の
近
代
化
の
進
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
の
発
想
が
あ
る
（
注
２
）。
し
か
し
井
上
靖
は
、
そ
う
い
う
考
え
や
教
育
を
も
否
定
せ
ず
、
世
界
的
な
思
想
の
ひ
と
つ
で
あ
る
論
語
の
正
し
い
解
釈
に
は
、
そ
れ
が
成
立
し
た
時
代
を
知
ら
ね
ば
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な
ら
な
い
と
考
え
た
。
つ
ま
り
、
孔
子
の
生
き
た
時
代
と
、
そ
の
生
き
方
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
論
語
の
正
確
な
解
釈
は
立
ち
上
が
っ
て
来
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
井
上
靖
自
身
、
作
品
執
筆
中
の
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
十
一
月
に
、
河
南
省
信
陽
地
区
の
楚
王
城
遺
跡
を
訪
ね
、
孔
子
の
事
績
に
は
欠
か
せ
な
い
楚
国
の
旧
地
・
負
函
の
場
所
を
特
定
し
て
い
る
（
注
３
）。
作
品
『
孔
子
』
に
は
、
伝
承
さ
れ
記
録
さ
れ
る
高
弟
た
ち
に
交
じ
り
、
語
り
手
と
し
て
の
蔡
国
出
身
の
、
蔫
薑
と
い
う
架
空
の
人
物
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
負
函
と
は
、
戦
禍
に
よ
っ
て
滅
ん
だ
蔡
の
遺
民
た
ち
が
移
住
さ
せ
ら
れ
た
街
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
蔫
薑
も
、
そ
の
遺
民
の
一
人
で
あ
っ
た
。『
孔
子
』
は
蔫
薑
の
語
り
に
よ
っ
て
成
立
す
る
物
語
で
あ
る
。
蔫
薑
の
語
り
を
通
し
て
、
読
者
は
孔
子
の
言
葉
の
真
意
に
近
づ
く
と
と
も
に
、
井
上
靖
の
八
十
有
余
年
の
生
涯
を
総
括
す
る
思
想
の
深
淵
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
井
上
文
学
の
集
大
成
と
し
て
の
『
孔
子
』
に
描
か
れ
る
蔫
薑
の
負
函
再
訪
の
意
味
と
、
作
品
中
多
く
の
字
数
を
費
や
さ
れ
た
「
逝
く
も
の
は
斯
く
の
如
き
か
」
の
解
釈
を
中
心
に
、
特
に
考
察
を
進
め
て
み
よ
う
と
思
う
。
（
一
）「
逝
く
も
の
は
斯
く
の
如
き
か
」
の
解
釈
に
つ
い
て
『
論
語
』「
子
罕
第
九
」
に
収
め
ら
れ
る
「
子
在
川
上
曰
逝
者
如
斯
夫
不
舎
昼
夜
」
は
従
来
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
僅
か
漢
字
十
四
文
字
に
秘
め
ら
れ
た
真
意
の
解
釈
を
巡
っ
て
、
ど
れ
ほ
ど
の
時
の
流
れ
と
労
力
と
が
費
や
さ
れ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
句
読
点
の
打
ち
方
す
ら
、
注
釈
書
に
よ
っ
て
一
定
で
は
な
い
。
文
中
の
「
舎
」
の
訓
み
方
に
も
「
お
く
」
と
「
や
む
」
と
が
あ
る
。
即
ち
「
昼
夜
を
お
か
ず
」
と
「
昼
夜
を
や
め
ず
」
と
い
う
具
合
に
、
で
あ
る
。
句
読
点
の
打
ち
方
も
、
例
え
ば
「
子
在
川
上
曰
、
逝
者
如
斯
夫
。
不
舎
昼
夜
。」（『
新
釈
漢
文
大
系
１
論
語
』
明
治
書
院
。『
全
釈
漢
文
大
系
１
論
語
』
集
英
社
）、「
子
在
川
上
曰
。
逝
者
如
斯
井
上
靖
『
孔
子
』
覚
書
（
半
田
）
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夫
。
不
舎
昼
夜
。」（
島
田
釣
一
著
『
論
語
全
解
』
有
精
堂
）、「
子
在
川
上
曰
、
逝
者
如
斯
夫
、
不
舎
昼
夜
、」（『
中
国
古
典
文
学
大
系
３
論
語
孟
子
荀
子
礼
記
（
抄
）』（
平
凡
社
）
等
で
あ
る
。
さ
て
、
で
は
そ
の
解
釈
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
一
般
に
よ
く
参
考
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
身
近
な
注
釈
書
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
注
釈
書
に
は
、
便
宜
上
①
〜
④
の
番
号
を
付
し
た
。
①
『
中
国
古
典
文
学
大
系
第
三
巻
論
語
・
孟
子
・
荀
子
・
礼
記
（
抄
）』（
一
九
七
〇
年
一
月
二
十
日
、
平
凡
社
）
＝
「
先
生
が
川
の
ほ
と
り
で
お
っ
し
ゃ
っ
た
。『
過
ぎ
行
く
も
の
は
こ
の
水
の
流
れ
の
如
く
で
あ
ろ
う
か
。
昼
も
夜
も
休
む
間
も
な
い
。』」（
四
十
七
頁
）。
②
『
新
釈
漢
文
大
系
第
一
巻
論
語
』（
昭
和
三
十
五
年
五
月
二
十
五
日
、
明
治
書
院
）
＝
「【
通
釈
】
孔
子
が
、
あ
る
時
、
川
の
ほ
と
り
に
居
て
、
流
れ
て
や
ま
な
い
川
の
水
を
な
が
め
て
永
嘆
し
て
い
う
に
は
、
過
ぎ
去
っ
て
帰
ら
ぬ
も
の
は
、
す
べ
て
こ
の
川
の
水
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。
昼
と
な
く
夜
と
な
く
、
一
刻
も
止
む
こ
と
も
な
く
、
過
ぎ
去
っ
て
い
く
。
人
間
万
事
、
こ
の
川
の
水
の
よ
う
に
、
過
ぎ
去
り
、
う
つ
ろ
っ
て
い
く
の
だ
の
う
。」（
二
〇
四
頁
）。
③
『
全
釈
漢
文
大
系
第
一
巻
論
語
』（
昭
和
五
十
五
年
五
月
三
十
日
、
集
英
社
）
＝
「【
通
釈
】
孔
子
が
川
の
ほ
と
り
で
言
っ
た
。『
過
ぎ
ゆ
く
も
の
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
昼
も
夜
も
止
ま
る
こ
と
が
な
い
』」（
二
五
〇
頁
）。
④
『
論
語
全
解
』（
昭
和
四
十
二
年
三
月
二
十
日
改
装
五
版
〈
初
版
は
昭
和
十
四
年
五
月
二
十
日
〉、
有
精
堂
）
＝
「【
釈
義
】
孔
子
が
或
る
時
川
の
上ほとりに
居
て
、
水
流
が
混
混
と
し
て
流
れ
て
已
ま
な
い
の
を
見
て
歎
じ
て
曰
は
れ
る
に
、『
天
地
自
然
が
、
万
物
を
生
育
す
る
現
象
は
誠
に
霊
妙
で
測
り
知
る
べ
か
ら
ざ
る
者
で
あ
る
。
此
の
水
を
観
る
に
、
往
く
者
は
過
ぎ
、
来
る
者
は
続
き
、
寸
時
も
止
ま
る
こ
と
を
し
な
い
で
は
な
い
か
。
斯
様
に
昼
と
な
く
夜
と
な
く
、
混
混
と
し
て
已
ま
ず
、
上
は
千
万
年
の
太
古
よ
り
、
下
は
未
来
永
久
、
往
つ
た
り
来
た
り
し
て
絶
え
る
こ
と
が
な
い
と
は
、
な
ん
と
微
妙
な
も
の
で
は
な
い
か
。
人
も
亦
徒
に
之
を
観
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
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時
時
刻
刻
勉
め
て
已
ま
ず
、
天
理
を
存
養
し
て
以
て
生
を
天
地
に
享
け
て
居
る
本
分
を
欠
か
ぬ
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
』
と
。」
（
一
七
七
頁
）
。
因
み
に
『
中
国
名
言
名
句
の
辞
典
』（
一
九
八
九
年
一
月
一
日
、
小
学
館
）
に
は
、「
去
り
ゆ
く
も
の
は
み
な
こ
の
川
の
流
れ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
昼
と
な
く
夜
と
な
く
流
れ
去
っ
て
、
留
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。」
と
あ
り
【
無
常
】
の
項
目
に
入
っ
て
い
る
。
ま
た
『
新
明
解
故
事
こ
と
わ
ざ
辞
典
』（
二
〇
〇
一
年
十
一
月
三
日
、
三
省
堂
）
に
は
、「
人
の
世
の
う
つ
ろ
い
や
す
さ
、
人
生
の
は
か
な
さ
を
嘆
い
た
こ
と
ば
。」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
今
日
的
に
は
孔
子
の
言
葉
と
し
て
知
ら
れ
る
「
逝
く
も
の
は
斯
く
の
如
し
」
は
「
無
常
」
の
譬
え
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
井
上
靖
が
活
用
し
た
と
い
う
先
の
③
『
全
釈
漢
文
大
系
』
（
注
４
）の
〔
補
説
〕
に
も
「
い
ま
、
孔
子
は
川
を
前
に
し
て
『
逝
く
者
は
』
と
い
う
。
心
細
く
、
老
い
て
返
ら
ぬ
人
生
を
見
つ
め
て
い
る
。」
と
解
釈
し
て
い
る
。
晩
年
の
孔
子
の
辿
り
着
い
た
寂
寥
の
気
持
ち
が
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
④
の
『
論
語
全
解
』
で
は
、
こ
の
章
句
を
、
時
を
無
駄
に
せ
ず
、「
時
時
刻
刻
」
勉
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
自
戒
の
教
え
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
の
差
異
の
生
じ
る
遠
因
を
、
古
注
と
新
注
に
求
め
て
②
『
新
釈
漢
文
大
系
』
の
【
余
説
】
に
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。
古
注
と
新
注
と
は
非
常
に
異
な
っ
た
解
釈
を
し
て
い
る
。
古
注
で
は
、
孫
綽
が
「
川
流
舎
（
や
）
ま
ず
、
年
逝
い
て
停
ま
ら
ず
。
時
已
に
晏
（
お
そ
）
し
。
而
し
て
道
な
ほ
興
ら
ず
。
以
て
憂
歎
す
る
と
こ
ろ
な
り
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
川
の
水
の
不
断
の
流
れ
の
如
く
、
空
し
く
老
い
て
ゆ
く
わ
が
身
を
、
孔
子
が
永
嘆
し
た
も
の
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
／
新
注
は
、
朱
子
も
程
子
も
、
極
め
て
哲
学
的
な
解
釈
を
下
し
た
。
天
地
の
化
育
、
日
月
の
流
れ
は
一
息
も
止
む
こ
と
が
な
い
の
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
川
の
水
の
昼
夜
の
へ
だ
て
な
く
流
れ
て
止
む
こ
と
の
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
無
限
の
天
地
の
発
展
・
持
続
の
中
に
人
も
ま
た
絶
え
ず
発
展
し
て
い
く
。
井
上
靖
『
孔
子
』
覚
書
（
半
田
）
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学
者
は
こ
の
理
を
悟
っ
て
、
時
々
に
省
察
し
て
、
少
し
も
間
断
な
く
努
力
を
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
解
す
る
。（
二
〇
四
頁
）
つ
ま
り
、
こ
の
説
明
に
拠
る
と
、
古
注
に
従
え
ば
、
こ
こ
に
は
晩
年
の
孔
子
の
「
憂
歎
」
が
、
ま
た
新
注
に
従
え
ば
時
間
を
無
駄
に
せ
ず
「
努
力
」
を
奨
励
す
る
解
釈
が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
孔
子
の
「
永
嘆
」
と
は
「
道
な
ほ
興
ら
ず
」
と
感
じ
る
現
実
に
あ
り
、
わ
が
身
の
老
残
そ
の
も
の
を
嘆
い
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
同
じ
く
【
余
説
】
に
は
、「
論
語
全
編
を
貫
く
思
想
か
ら
推
し
て
考
え
る
と
、
古
注
の
方
が
孔
子
の
真
意
に
近
く
は
な
い
か
と
思
う
」
と
し
て
、『
新
釈
漢
文
大
系
』
の
著
者
・
吉
田
賢
抗
は
、
古
注
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
井
上
靖
は
、
古
注
と
新
注
の
相
違
に
つ
い
て
、
大
江
健
三
郎
と
の
対
談
の
中
で
、
例
え
ば
「
子
曰
。
朝
聞
道
。
夕
死
可
矣
。」（『
論
語
』
里
仁
第
四
）
の
例
を
挙
げ
て
、
次
の
よ
う
な
考
え
を
示
し
て
い
る
。「
朝
に
道
を
聞
け
ば
」
が
、
古
注
で
は
「
朝
に
道
あ
る
を
聞
け
ば
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
「
朝
に
道
徳
の
あ
る
国
が
成
立
し
た
と
聞
い
た
ら
夕
に
死
ん
で
も
い
い
。
こ
れ
は
具
体
的
に
は
っ
き
り
し
ま
す
。
江
戸
の
ほ
う
で
『
道
あ
る
』
の
『
あ
る
』
を
取
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。『
朝
に
真
理
を
聞
け
ば
夕
に
死
し
て
も
』
こ
ん
な
抽
象
的
な
こ
と
は
春
秋
末
期
の
孔
子
は
言
わ
な
か
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。」
（
注
５
）と
話
し
て
い
る
。
孔
子
の
言
説
を
、
そ
の
十
四
年
に
及
ぶ
放
浪
の
旅
に
見
据
え
た
蔫
薑
の
語
り
は
、
一
人
の
人
間
と
し
て
の
孔
子
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
描
き
だ
さ
れ
る
孔
子
か
ら
は
、
厭
世
的
な
絶
望
感
は
払
拭
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
孔
子
像
、
あ
る
い
は
論
語
理
解
は
、
昭
和
十
三
年
十
二
月
二
日
に
校
了
し
、
同
年
十
二
月
に
講
談
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
、
下
村
湖
人
の
『
論
語
物
語
』
以
来
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
湖
人
は
『
論
語
物
語
』
に
お
い
て
「
永
遠
に
流
る
る
も
の
」
の
章
を
た
て
、「
逝
く
も
の
は
斯
く
の
如
き
か
」
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。
水
は
滾
々
と
し
て
流
れ
て
い
る
。
流
れ
の
行
く
末
を
の
み
見
つ
め
て
い
た
彼
は
、
今
や
、
目
を
転
じ
て
遥
か
に
流
れ
の
源
を
見
や
っ
た
。
そ
し
て
考
え
た
。
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（
生
命
の
泉
は
無
尽
蔵
で
あ
る
。
顔
回
は
死
ん
だ
。
自
分
も
や
が
て
死
ぬ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
天
の
意
志
は
や
む
時
が
な
い
。
古
聖
の
道
は
永
遠
に
亡
び
な
い
で
あ
ろ
う
。）
（
注
６
）
井
上
靖
の
描
く
『
孔
子
』
に
も
、「
天
の
意
志
」「
古
聖
の
道
」
は
、
永
遠
に
続
く
道
と
し
て
説
か
れ
、
ま
た
「
仁
」
も
高
邁
理
想
の
観
念
的
な
哲
理
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
表
象
は
身
近
な
現
実
の
生
活
の
な
か
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
「
い
ま
な
ぜ
孔
子
か
」（『
新
潮
45
』
第
五
巻
第
五
号
、
昭
和
六
十
一
年
五
月
号
）
の
中
で
、「
私
は
孔
子
を
小
説
に
書
き
た
い
。
な
ぜ
か
と
申
し
ま
す
と
、
私
は
二
十
一
世
紀
の
『
論
語
』
の
解
釈
を
書
き
た
い
と
思
う
か
ら
で
す
。」
と
述
べ
、「
孔
子
の
心
字
句
の
解
釈
で
な
く
、
こ
の
言
葉
を
言
っ
た
孔
子
の
、
そ
の
時
の
心
」
を
読
み
た
い
と
作
者
は
言
う
。
『
孔
子
』
で
は
、
第
二
章
で
、
蔫
薑
が
「
逝
く
も
の
は
斯
く
の
如
き
か
昼
夜
を
舎
（
お
）
か
ず
。
／
こ
の
よ
う
に
声
に
出
し
て
誦
え
さ
せ
て
頂
く
と
、
私
の
場
合
は
、
何
と
も
言
え
ず
大
き
い
も
の
が
、
朗
々
と
し
た
明
る
い
も
の
が
、
こ
ち
ら
の
心
に
伝
わ
っ
て
く
る
の
を
覚
え
ま
す
。」
と
い
い
、
そ
れ
は
「
子
の
お
心
の
大
き
さ
で
あ
り
、
明
る
さ
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。」
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
、「
人
間
を
信
じ
、
人
間
が
造
る
歴
史
を
信
じ
て
お
ら
れ
た
子
の
、
お
心
の
、
お
人
柄
の
大
き
さ
で
あ
り
、
明
る
さ
で
あ
り
ま
す
。」
と
分
析
す
る
。
「
逝
く
も
の
」
に
「
大
き
い
も
の
」「
明
る
い
も
の
」
を
蔫
薑
に
感
じ
さ
せ
る
「
子
」
の
「
明
る
さ
」
は
、「
人
間
を
信
じ
、
人
間
が
造
る
歴
史
を
」、
子
が
信
じ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
更
に
「
逝
く
も
の
」
の
彼
方
に
は
、「
大
海
」
が
拡
が
っ
て
い
る
と
い
う
。
蔫
薑
の
言
葉
に
「
川
の
流
れ
が
大
海
を
目
指
す
よ
う
に
、
人
間
の
、
人
類
の
流
れ
も
亦
、
大
海
を
理
想
と
す
る
、
大
き
い
社
会
の
出
現
を
目
指
す
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
「
い
ま
な
ぜ
孔
子
か
」（
前
出
）
に
、
孔
子
が
人
間
を
信
じ
た
理
由
を
、
井
上
靖
は
、
次
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
る
。
私
は
蔡
丘
会
議
が
守
ら
れ
て
、
春
秋
、
戦
国
時
代
を
通
じ
て
、
黄
河
の
堤
防
が
人
為
的
に
切
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
人
類
の
英
知
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
孔
子
は
そ
こ
か
ら
人
間
を
信
じ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
蔡
丘
の
あ
た
り
を
孔
子
が
二
回
に
わ
た
っ
て
通
っ
井
上
靖
『
孔
子
』
覚
書
（
半
田
）
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た
の
は
、
同
会
議
が
開
か
れ
た
小
さ
い
丘
に
敬
意
を
表
し
た
か
っ
た
か
ら
と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
私
も
一
昨
年
、
蔡
丘
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
桐
の
林
に
取
り
巻
か
れ
た
小
さ
い
、
し
か
し
美
し
い
丘
で
、
私
も
ま
た
そ
こ
で
二
千
何
百
年
前
の
会
議
に
敬
意
を
表
し
て
き
ま
し
た
。
作
品
の
中
で
は
、
第
一
章
に
、「
私
が
子
を
初
め
て
遠
く
に
拝
し
た
時
、
子
が
足
を
お
運
び
に
な
っ
て
い
た
あ
の
丘
が
蔡
丘
と
い
う
丘
で
あ
り
、
子
が
お
生
ま
れ
に
な
る
丁
度
百
年
前
（
註
、
紀
元
前
六
五
一
年
）
に
、
斉
の
桓
公
を
中
心
に
魯
、
宋
、
鄭
、
衛
な
ど
、
当
時
中
原
に
覇
を
争
っ
て
い
た
国
々
の
為
政
者
た
ち
が
、
他
な
ら
ぬ
あ
の
蔡
丘
に
会
し
て
、
黄
河
の
堤
防
を
曲
ぐ
る
こ
と
な
き
盟
を
結
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
」
と
記
載
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
蔫
薑
が
奥
山
の
里
に
引
き
籠
っ
て
か
ら
二
十
年
程
経
っ
て
、
斉
国
の
故
事
に
詳
し
い
人
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
聞
い
て
知
っ
た
と
い
う
、
物
語
の
筋
立
て
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
黄
河
の
堤
防
は
切
り
崩
す
こ
と
に
よ
り
、
流
域
を
破
壊
す
る
武
器
と
な
る
。
盟
約
と
は
、
黄
河
を
戦
略
に
用
い
な
い
と
す
る
国
の
約
束
事
で
あ
り
、「
黄
河
の
水
」
を
「
兵
器
と
し
て
使
用
し
な
い
盟
約
を
、
自
分
が
中
心
に
な
っ
て
成
立
さ
せ
た
折
の
桓
公
に
は
、
子
も
ま
た
素
直
に
頭
を
お
下
げ
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
」
と
蔫
薑
は
推
測
し
て
い
る
。「
子
は
五
十
五
歳
の
時
、
魯
を
あ
と
に
し
て
、
亡
命
・
遊
説
の
旅
に
お
出
ま
し
に
な
り
、
そ
れ
は
十
四
年
の
長
き
に
亘
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
五
年
目
に
、
私
は
子
に
蔡
丘
で
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
、
み
ず
か
ら
が
孔
子
と
出
会
っ
た
時
と
場
所
と
を
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
孔
子
が
十
四
年
間
の
約
半
分
を
、
こ
の
衛
の
国
に
滞
留
し
た
の
は
、
こ
の
盟
約
が
守
ら
れ
、
衛
の
民
た
ち
に
水
の
恩
恵
の
伝
わ
る
の
を
見
守
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
も
推
測
し
て
い
る
。
蔫
薑
は
、
孔
子
一
行
の
旅
の
途
中
か
ら
参
加
し
た
人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
る
。
そ
の
出
会
い
の
場
は
、
蔡
丘
会
議
の
開
か
れ
た
場
所
で
あ
り
、
平
和
と
人
間
の
信
頼
を
象
徴
的
に
物
語
る
蔡
丘
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
蔫
薑
は
今
、
孔
子
と
、
そ
の
一
門
の
亡
き
後
、
山
深
い
里
で
孔
子
の
教
え
を
説
き
、
そ
の
教
え
を
実
践
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
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（
二
）
蔫
薑
と
は
何
者
か
『
孔
子
』
は
第
一
章
か
ら
第
五
章
で
構
成
さ
れ
る
長
編
で
あ
る
。
終
戦
直
後
に
執
筆
さ
れ
た
「
漆
胡
樽
」（『
文
学
雑
誌
』
昭
和
二
十
二
年
五
月
）
以
来
、
ほ
ぼ
十
年
の
期
間
を
置
い
て
か
ら
書
き
継
が
れ
た
「
天
平
の
甍
」（『
中
央
公
論
』
昭
和
三
十
二
年
三
月
〜
八
月
）、「
楼
蘭
」（『
文
藝
春
秋
』
昭
和
三
十
三
年
七
月
）、「
敦
煌
」（『
群
像
』
昭
和
三
十
四
年
一
月
〜
五
月
）、「
蒼
き
狼
」（『
文
藝
春
秋
』
昭
和
三
十
四
年
十
月
〜
三
十
五
年
七
月
）
な
ど
、
中
国
を
舞
台
と
す
る
一
連
の
歴
史
小
説
群
よ
り
、
更
に
三
十
年
後
に
『
孔
子
』
は
書
か
れ
た
の
で
あ
る
（
注
７
）。
全
五
章
立
て
の
、
こ
の
長
編
作
品
を
俯
瞰
す
る
と
、
大
き
く
三
部
に
分
け
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
語
り
手
の
蔫
薑
が
、
み
ず
か
ら
の
来
歴
を
語
る
場
面
、
第
二
章
か
ら
第
四
章
は
、
山
里
に
居
を
移
し
た
蔫
薑
が
孔
子
の
詞
の
解
釈
や
思
想
を
人
々
に
講
釈
す
る
場
面
、
そ
し
て
第
五
章
は
、
師
・
孔
子
と
の
思
い
出
の
場
・
負
函
を
蔫
薑
が
再
び
訪
れ
る
場
面
で
あ
る
。
全
五
章
、
三
部
立
て
の
考
え
方
は
、
先
の
対
談
中
、
大
江
健
三
郎
も
「
第
一
部
で
は
、
孔
子
が
自
分
を
評
価
し
て
く
れ
る
は
ず
だ
っ
た
政
治
家
の
死
に
め
ぐ
り
あ
っ
て
、
断
念
し
て
故
国
に
帰
ろ
う
と
す
る
。」、
そ
し
て
「
第
二
部
で
は
、
孔
子
の
思
想
を
、
研
究
会
を
開
い
て
み
ん
な
で
考
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。」
と
発
言
し
て
い
る
。
ま
た
第
三
部
で
は
、
そ
の
弟
子
が
も
う
一
度
旅
行
に
行
っ
て
「
若
い
時
に
孔
子
と
一
緒
に
立
っ
た
場
所
へ
と
立
ち
戻
る
」
と
い
っ
た
内
容
だ
と
整
理
し
て
い
る
。
ま
た
、
曽
根
博
義
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
全
体
は
孔
子
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
蔫
薑
の
物
語
と
い
っ
た
趣
を
呈
す
る
」
（
注
８
）が
、
物
語
そ
の
も
の
は
、
孔
子
が
他
界
し
て
三
十
三
年
の
歳
月
が
流
れ
た
場
面
か
ら
始
ま
り
、
次
第
に
、
蔫
薑
の
物
語
と
し
て
の
色
彩
が
濃
く
な
っ
て
ゆ
く
。
孔
子
が
歿
し
た
と
き
、
蔫
薑
も
他
の
門
弟
衆
と
と
も
に
、「
あ
の
都
城
の
北
方
、
泗
水
の
ほ
と
り
に
築
か
れ
た
墓
所
の
付
近
に
庵
」
を
結
び
、
そ
こ
で
「
心
喪
三
年
に
服
し
」
た
の
で
あ
っ
た
。
今
、
彼
は
山
深
い
里
に
居
を
移
し
、
そ
こ
で
村
の
人
た
ち
を
相
手
に
師
の
教
井
上
靖
『
孔
子
』
覚
書
（
半
田
）
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え
を
説
き
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
。「
墓
所
か
ら
遠
く
離
れ
て
こ
そ
お
れ
、
一
生
、
命
の
あ
る
限
り
、
こ
こ
で
亡
き
師
に
お
仕
え
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
」
と
い
う
、
蔫
薑
の
心
境
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
物
語
は
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
、
彼
の
回
想
の
形
で
進
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
作
中
、
蔫
薑
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。
長
く
な
る
が
引
用
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
、
蔫
薑
が
現
在
に
置
か
れ
た
自
己
の
立
場
を
、
み
ず
か
ら
が
陳
述
す
る
場
面
で
あ
る
。
私
で
ご
ざ
い
ま
す
か
、
私
は
顔
回
よ
り
五
歳
年
下
で
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
か
顔
回
よ
り
三
十
年
、
子
路
よ
り
八
年
と
い
う
歳
月
を
長
く
生
き
て
し
ま
い
、
今
や
七
十
三
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
師
・
孔
子
の
没
年
に
さ
え
近
付
こ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
馬
齢
を
重
ね
る
と
い
う
の
は
こ
の
こ
と
で
、
ま
こ
と
に
お
恥
ず
か
し
い
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
が
、
こ
れ
も
天
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
、
与
え
ら
れ
た
生
を
私
は
私
な
り
に
、
思
い
邪
な
く
生
き
て
行
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
／
ご
覧
の
通
り
、
今
は
隠
者
ま
が
い
の
日
々
、
僅
か
な
田
畑
を
耕
し
、
な
る
べ
く
世
の
汚
れ
に
染
ま
ら
ぬ
よ
う
に
と
、
た
だ
そ
れ
だ
け
を
心
掛
け
て
、
そ
の
日
そ
の
日
を
自
分
本
位
に
送
っ
て
お
り
ま
す
。
併
し
、
お
心
の
広
い
子
は
お
咎
め
に
は
な
ら
ぬ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
お
前
は
そ
れ
で
い
い
、
そ
う
い
う
子
の
お
声
が
聞
こ
え
て
ま
い
り
ま
す
。
大
体
、
子
も
本
当
は
現
在
の
私
が
送
り
迎
え
し
て
い
る
よ
う
な
毎
日
を
お
持
ち
に
な
り
た
か
っ
た
。
お
持
ち
に
な
り
た
く
て
堪
ら
な
か
っ
た
！
私
に
は
、
私
だ
け
に
は
、
そ
う
し
た
子
の
お
心
の
内
が
よ
く
判
っ
て
お
り
ま
す
。（
第
一
章
。
な
お
作
品
中
、
孔
子
は
「
子
」
と
表
記
さ
れ
る
の
で
、
本
稿
で
も
特
に
支
障
の
な
い
限
り
、
そ
の
よ
う
に
表
記
す
る
。）
孔
子
の
高
弟
で
あ
る
子
路
は
六
十
三
歳
、
顔
回
は
四
十
一
歳
で
子
に
先
立
っ
た
。
子
貢
は
、
子
亡
き
後
、
三
年
の
喪
に
服
し
た
後
更
に
三
年
、
併
せ
て
六
年
の
喪
に
服
し
た
と
い
う
。
他
の
七
十
人
程
の
弟
子
は
、
三
年
の
服
喪
を
終
え
る
と
、
思
い
思
い
に
各
地
に
散
っ
て
行
っ
た
。
子
貢
は
四
十
六
歳
。
一
人
で
、
そ
の
後
の
子
の
墓
所
に
仕
え
た
。
子
貢
の
経
済
的
な
援
助
が
な
け
れ
ば
、
三
年
間
の
服
喪
も
叶
わ
な
か
っ
た
と
蔫
薑
は
考
え
て
い
る
。
彼
は
、
そ
の
よ
う
な
子
貢
ら
し
い
子
へ
の
仕
え
方
に
強
く
心
を
惹
か
れ
な
が
ら
も
、
と
て
も
真
似
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は
出
来
な
い
と
思
う
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
墓
所
か
ら
遠
く
離
れ
て
こ
そ
お
れ
、
一
生
、
命
の
あ
る
限
り
、
こ
こ
で
亡
き
師
に
お
仕
え
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
」
の
で
あ
っ
た
。
蔫
薑
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
孔
子
も
ま
た
「
本
当
は
」
今
の
自
分
の
よ
う
に
「
隠
者
」
（
注
９
）と
し
て
「
僅
か
な
田
畑
を
耕
し
」、「
世
の
汚
れ
に
染
ま
ら
ぬ
よ
う
に
」
生
き
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
と
い
う
。
そ
う
し
な
か
っ
た
の
は
、
あ
る
い
は
出
来
な
か
っ
た
の
は
、
紊
れ
に
紊
れ
た
こ
の
世
か
ら
、
一
人
で
も
不
幸
な
人
が
な
く
な
る
よ
う
に
と
の
思
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
人
と
共
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
に
、
孔
子
の
主
眼
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
、
み
ず
か
ら
に
課
し
た
「
天
命
」
と
悟
り
、
決
し
て
他
に
自
分
の
考
え
を
押
し
付
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
「
天
命
と
は
難
し
い
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
り
の
ま
ま
を
申
し
上
げ
れ
ば
、
子
の
お
口
か
ら
出
た
お
詞
で
、
私
な
ど
に
は
一
番
難
し
く
、
一
番
怖
ろ
し
く
感
じ
ら
れ
る
お
詞
で
ご
ざ
い
ま
す
」。
子
が
な
く
な
っ
て
か
ら
三
十
三
年
。
蔫
薑
が
、
こ
の
「
奥
山
の
里
」
に
入
っ
て
か
ら
三
十
年
の
歳
月
が
流
れ
て
、
今
な
お
、
子
晩
年
の
「
天
命
」
と
い
う
詞
を
想
い
出
し
て
い
る
。
年
若
い
弟
子
た
ち
子
夏
、
子
張
、
子
游
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
故
地
に
帰
っ
た
。
彼
ら
に
よ
っ
て
、
黄
河
や
淮
水
の
ほ
と
り
、
中
原
の
各
地
で
子
の
教
え
は
広
ま
っ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
と
、
蔫
薑
は
思
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
蔫
薑
は
ど
の
よ
う
に
し
て
孔
子
に
接
触
し
た
の
か
。
彼
の
出
生
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
以
下
、
第
一
章
に
描
か
れ
る
、
蔫
薑
の
回
想
を
通
し
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
検
証
し
て
み
た
い
。
蔫
薑
は
、
途
中
か
ら
孔
子
一
行
に
加
わ
っ
た
人
物
で
あ
り
、
他
の
門
弟
た
ち
と
は
立
場
が
違
っ
て
い
た
。
生
国
は
蔡
の
国
。
蔡
は
、
殷
の
遺
民
を
統
治
す
る
た
め
周
の
武
王
の
弟
・
蔡
叔
度
が
潁
水
、
汝
水
の
ほ
と
り
に
封
じ
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
蔫
薑
が
生
ま
れ
育
っ
た
の
は
、
そ
の
後
に
建
て
ら
れ
た
新
蔡
と
い
う
新
し
い
国
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
の
都
城
は
汝
水
の
上
流
の
上
蔡
と
い
う
国
で
あ
る
。
大
国
楚
に
よ
っ
て
翻
弄
さ
れ
る
、
彼
の
生
国
も
ま
た
、
小
国
と
し
て
の
多
難
な
歴
史
を
背
景
に
抱
え
て
い
る
が
、
そ
の
血
筋
を
辿
る
と
元
は
殷
の
子
孫
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
注
10
）。
井
上
靖
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（
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孔
子
が
五
十
五
歳
の
時
、
魯
を
後
に
し
て
亡
命
・
遊
説
の
旅
に
出
た
。
そ
の
五
年
後
に
、
蔫
薑
は
、
蔡
丘
で
、
こ
の
孔
子
の
旅
の
一
行
に
出
会
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
の
盟
約
が
結
ば
れ
て
か
ら
二
百
年
、
世
は
変
わ
り
戦
乱
の
中
で
、
次
々
に
国
は
滅
ん
で
も
、
黄
河
の
水
が
兵
器
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
盟
約
は
守
ら
れ
「
人
間
に
は
な
お
信
じ
て
い
い
も
の
が
あ
る
」
と
蔫
薑
は
思
う
。
彼
も
ま
た
、
戦
争
に
よ
っ
て
国
を
無
く
し
た
遺
民
で
あ
っ
た
。
新
蔡
に
生
ま
れ
た
蔫
薑
は
、
少
年
の
頃
、「
上
蔡
の
城
邑
は
半
ば
廃
墟
」
で
あ
っ
た
が
、「
新
都
・
新
蔡
の
城
邑
は
充
分
美
し
く
、
充
分
立
派
な
も
の
に
見
え
、
そ
こ
に
生
き
る
こ
と
に
、
言
い
知
れ
ぬ
悦
び
と
頼
も
し
さ
を
覚
え
た
」
と
い
う
。
昭
侯
十
三
年
、
新
蔡
に
都
替
え
し
て
か
ら
約
二
十
三
年
後
、
蔫
薑
が
十
一
歳
の
時
、
蔡
は
呉
と
結
び
宿
敵
の
楚
を
破
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
夢
の
よ
う
な
興
奮
は
、
軈
て
楚
の
大
き
な
復
讐
に
よ
っ
て
打
ち
崩
さ
れ
る
。
十
二
年
後
の
昭
侯
二
十
五
年
、
新
蔡
の
城
邑
は
楚
の
大
軍
に
囲
ま
れ
、
そ
の
渦
中
に
呉
が
介
入
し
、
何
の
前
触
れ
も
な
く
、
呉
の
支
配
下
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
一
夜
の
う
ち
に
、
呉
の
勢
力
下
に
あ
る
州
来
じ
ゅ
ら
い
に
遷
都
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
、
め
ま
ぐ
る
し
い
歴
史
の
変
化
を
、
蔫
薑
は
体
験
し
て
い
た
。
蔫
薑
二
十
四
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
｢臨
終
の
街
」
蔡
の
民
た
ち
の
間
に
は
様
々
な
憶
測
が
流
れ
る
。
遷
都
を
一
か
月
後
に
控
え
た
夜
、
武
装
し
た
呉
の
大
軍
が
城
邑
に
入
り
駐
屯
す
る
騒
ぎ
が
あ
っ
た
。
楚
に
通
じ
た
蔡
が
、
楚
地
深
く
に
遷
都
す
る
企
み
の
虞
が
あ
っ
て
の
、
呉
の
行
動
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
呉
の
指
示
す
る
遷
都
先
が
「
と
ん
で
も
な
い
瘴
癘
し
ょ
う
れ
い
の
地
」
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
憶
測
の
飛
び
交
う
中
、
平
素
か
ら
楚
寄
り
（
筆
者
注
：
楚
に
通
じ
た
）
の
人
物
と
囁
か
れ
て
い
た
公
子
・
駟
の
死
が
伝
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
「
父
昭
侯
の
命
で
、
公
子
・
駟
が
、
呉
軍
へ
の
申
し
開
き
の
た
め
」
の
死
で
あ
っ
た
と
い
う
。
結
局
、
州
来
へ
の
遷
都
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
蔫
薑
は
、
自
分
の
一
族
に
つ
い
て
は
、「
大
体
に
於
て
み
な
製
陶
と
か
、
製
骨
と
か
」
と
い
う
仕
事
に
関
係
し
て
い
た
と
言
い
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
推
す
と
「
国
は
亡
び
は
し
た
も
の
の
、
あ
の
数
々
の
青
銅
器
を
造
る
技
術
を
も
っ
て
い
た
殷
人
の
血
の
流
れ
」
を
受
け
継
い
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
彼
の
祖
父
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
と
い
う
。
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蔡
の
国
を
追
わ
れ
た
蔫
薑
は
、
そ
の
後
、
陳
都
か
ら
宋
へ
と
、
石
材
や
水
甕
を
運
び
な
が
ら
旅
を
続
け
た
。
宋
は
、
往
古
、
一
時
期
は
殷
の
都
が
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
意
味
で
、
今
の
宋
国
は
「
中
原
に
遺
っ
て
い
る
往
古
の
殷
と
い
う
国
の
、
た
だ
一
つ
の
形
見
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
井
上
靖
は
、
蔫
薑
を
、
殷
の
「
た
だ
一
つ
の
形
見
で
あ
る
」「
宋
国
」
に
立
た
せ
た
。
国
を
追
わ
れ
た
蔫
薑
の
辿
り
着
く
場
が
、
そ
の
古
里
の
淵
源
、
或
い
は
血
の
淵
源
に
繋
が
る
場
に
設
定
し
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
先
の
大
江
健
三
郎
と
の
対
談
の
中
で
「
私
は
殷
の
フ
ァ
ン
な
ん
で
す
」（
注
10
参
照
）
と
い
っ
た
以
上
の
意
味
が
、
そ
こ
に
は
隠
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
殷
が
亡
び
、
周
の
天
下
に
な
っ
た
時
、
王
族
の
一
人
が
殷
祀
を
継
ぐ
た
め
に
こ
こ
に
封
じ
ら
れ
、
宋
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。
国
は
亡
ん
で
も
、
蔫
薑
に
は
、
こ
の
地
は
「
心
安
ら
ぐ
場
」
と
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
蔫
薑
は
「
私
は
両
親
と
の
縁
が
薄
く
、
少
年
の
頃
、
父
を
、
そ
し
て
母
を
相
継
い
で
喪
い
ま
し
た
」
と
告
白
し
て
い
る
。
ま
た
「
家
は
代
々
、
王
城
の
中
に
貨
幣
鋳
造
の
工
房
を
持
っ
て
い
て
、
祖
父
も
、
父
も
、
叔
父
た
ち
も
、
生
涯
を
そ
う
し
た
仕
事
で
埋
め
て
い
た
」
そ
う
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
亡
命
放
浪
の
旅
人
と
な
っ
た
孔
子
と
蔫
薑
の
出
会
い
の
場
は
、
こ
の
宋
都
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
宋
都
に
落
着
い
て
、
半
月
ほ
ど
経
っ
た
頃
で
し
ょ
う
か
。
十
人
ほ
ど
で
、
宋
都
か
ら
北
方
五
日
行
程
の
農
村
へ
、
灌
漑
用
の
水
路
を
造
る
仕
事
で
出
掛
け
て
行
き
ま
し
た
。
柳
の
木
の
多
い
、
白
い
砂
に
塗
れ
た
全
く
の
僻
地
の
農
村
で
、
済
水
の
支
流
の
水
を
三
本
の
水
路
に
依
っ
て
耕
地
に
入
れ
る
こ
と
が
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
仕
事
で
し
た
。
蔫
薑
た
ち
は
、
水
路
工
事
の
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
当
然
耕
地
に
関
わ
る
仕
事
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
仕
事
が
終
わ
り
、
明
日
は
宋
都
へ
引
揚
げ
て
行
こ
う
と
い
う
日
の
夕
方
、
宿
舎
に
帰
る
村
の
入
口
で
、
ま
た
新
し
い
仕
事
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
場
面
を
引
用
し
て
み
よ
う
。
衛
国
か
ら
曹
国
を
経
て
、
今
日
こ
の
村
に
入
っ
て
来
た
十
数
人
の
、
身
分
あ
る
旅
行
者
の
一
団
が
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
宋
都
を
経
て
、
井
上
靖
『
孔
子
』
覚
書
（
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陳
都
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
一
行
に
同
行
し
て
、
陳
都
ま
で
の
旅
の
一
切
の
雑
用
を
受
持
っ
て
く
れ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
時
、「
私
た
ち
は
二
つ
返
事
」
で
、
そ
の
依
頼
を
承
諾
し
た
と
あ
る
か
ら
、
蔫
薑
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
村
人
た
ち
が
、
こ
の
仕
事
を
引
き
受
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
一
行
が
、
師
・
孔
子
の
一
行
で
あ
り
、「
私
が
た
と
え
遠
く
か
ら
で
あ
る
に
し
て
も
、
子
の
お
姿
を
と
い
う
も
の
を
眼
に
入
れ
た
の
は
、
こ
の
時
が
初
め
て
で
」
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
子
の
お
傍
に
は
、
子
路
、
顔
回
、
子
貢
が
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
の
孔
子
一
行
が
目
指
し
て
い
た
の
は
、
黄
河
の
水
を
武
器
と
は
し
な
い
と
い
う
盟
約
が
結
ば
れ
た
、
あ
の
蔡
丘
の
丘
で
あ
っ
た
。
蔫
薑
が
、
孔
子
に
惹
か
れ
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
同
行
し
た
際
に
見
た
「
異
様
な
光
景
」
で
あ
る
。
夕
刻
か
ら
烈
し
い
雷
雨
に
見
舞
わ
れ
、
予
定
を
変
更
し
て
無
人
の
農
家
に
は
い
っ
た
。
そ
こ
は
屋
根
と
土
間
と
が
あ
る
だ
け
の
、
吹
き
曝
し
の
あ
ば
ら
屋
で
あ
っ
た
。
そ
の
雷
鳴
の
中
に
、
端
坐
す
る
孔
子
と
弟
子
た
ち
、
付
き
添
い
の
数
人
の
人
た
ち
が
い
た
の
を
見
た
時
で
あ
る
。「
こ
の
雷
光
、
雷
鳴
の
夜
、
私
は
生
れ
て
初
め
て
、
私
の
思
っ
て
も
み
た
こ
と
の
な
か
っ
た
人
間
の
一
団
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
こ
の
一
夜
が
な
か
っ
た
ら
、
私
は
宋
都
に
於
て
、
あ
る
い
は
陳
都
に
於
て
、
子
の
一
行
か
ら
、
子
の
教
団
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。」
と
述
懐
し
て
い
る
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
注
11
）、
井
上
靖
は
論
語
「
郷
党
第
十
」
の
「
迅
雷
風
烈
」
を
、
効
果
的
に
二
度
作
中
で
用
い
た
。
そ
の
一
つ
が
、
こ
の
場
面
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
作
品
の
末
尾
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
烈
し
い
雷
光
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
、
お
坐
り
に
な
っ
て
い
て
下
さ
い
。
暫
時
、
迅
雷
風
烈
に
、
面
を
打
た
せ
、
心
を
打
た
せ
、
天
地
の
怒
り
の
鎮
ま
る
ま
で
、
こ
こ
で
、
こ
の
ま
ま
、
心
を
虚
し
く
し
て
、
坐
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し
ょ
う
。（
第
五
章
、
末
尾
）
三
十
有
余
年
前
の
、
宋
都
の
荒
屋
で
見
た
、
孔
子
一
行
の
行
為
を
体
現
す
る
蔫
薑
が
、
末
尾
に
描
か
れ
て
作
品
は
閉
じ
ら
れ
る
。
奥
山
―14―
の
里
で
、
孔
子
研
究
会
の
人
た
ち
に
語
り
か
け
て
来
た
蔫
薑
は
、
こ
の
日
、
つ
い
に
孔
子
の
処
世
の
仕
方
と
重
な
っ
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
因
み
に
、
時
宜
を
得
て
事
の
行
わ
れ
る
と
す
る
井
上
靖
の
考
え
方
は
、
既
に
早
く
、
郷
里
伊
豆
の
思
い
出
に
繋
が
る
「
養
之
如
春
」
の
語
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
注
12
）。
な
お
、
蔫
薑
の
名
づ
け
親
は
、「
中
国
文
芸
界
の
指
導
者
・
夏
衍
先
生
」
（
注
13
）で
あ
る
こ
と
を
、
井
上
靖
は
明
か
し
て
い
る
。「
蔫
薑
、
こ
れ
が
私
の
、
一
応
世
の
中
で
通
用
し
て
い
る
名
前
で
ご
ざ
い
ま
す
。〝
え
ん
き
ょ
う
〞
と
読
み
ま
す
。〝
ひ
ね
生
薑
し
ょ
う
が
〞
と
か
、〝
萎
れ
生
薑
〝
と
か
い
っ
た
意
味
で
、
あ
ま
り
香
し
い
名
前
と
は
言
え
ま
せ
ん
。」
と
あ
る
（
第
二
章
）。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
こ
の
語
り
手
は
、
子
の
夢
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
「
隠
者
」
を
、
密
か
に
実
践
し
て
い
る
人
物
か
も
知
れ
な
い
と
思
う
。
（
三
）
蔫
薑
の
負
函
再
訪
の
意
味
『
孔
子
』
執
筆
に
際
し
て
、
作
家
が
執
着
し
た
負
函
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
地
な
の
だ
ろ
う
か
。
作
品
に
取
り
か
か
る
準
備
の
た
め
、
井
上
靖
は
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）
年
九
月
の
曲
阜
（
魯
都
）
を
最
初
に
、
山
東
省
に
二
回
、
河
南
省
に
五
回
の
旅
を
重
ね
て
い
る
。
そ
し
て
、
作
品
執
筆
中
の
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
十
一
月
に
は
負
函
を
訪
ね
、
そ
の
地
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
こ
の
委
細
を
し
る
し
た
「
負
函
の
日
没
―
『
孔
子
』
取
材
行
―
」（『
新
潮
』
第
八
十
六
巻
第
九
号
、
平
成
元
年
九
月
号
）
に
「
一
九
八
七
年
十
一
月
の
信
陽
の
旅
に
於
て
、
そ
れ
ま
で
私
に
と
っ
て
は
、
幻
の
都
邑
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
、
楚
の
〝
負
函
〞
の
故
地
に
、
私
は
自
分
の
足
で
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。」
と
あ
り
、「
旅
の
収
穫
」
と
「
悦
び
」
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
後
に
、
ま
た
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
こ
の
負
函
の
問
題
が
解
決
し
な
い
限
り
、
私
の
場
合
、
小
説
「
孔
子
」
の
後
半
の
ペ
ン
を
執
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
孔
子
を
主
井
上
靖
『
孔
子
』
覚
書
（
半
田
）
―15―
人
公
に
す
る
私
の
小
説
に
於
て
は
、
往
古
の
〝
負
函
〞
な
る
町
の
受
持
つ
役
割
は
、
極
め
て
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
幻
の
集
落
・
負
函
こ
そ
、
孔
子
と
、
そ
の
門
弟
た
ち
の
、
楚
に
於
け
る
滞
留
を
、
多
少
で
も
具
体
的
に
描
く
こ
と
の
で
き
る
、
た
だ
一
つ
の
、
大
切
な
舞
台
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
い
う
「
こ
の
負
函
の
問
題
」
と
は
、
何
か
。
ま
た
、
こ
の
問
題
が
解
決
し
な
い
と
、「
後
半
の
ペ
ン
を
執
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。」
と
ま
で
、
作
家
は
い
う
。
孔
子
を
主
人
公
と
す
る
「
私
の
小
説
」
に
と
っ
て
、「
負
函
」
と
は
、
一
体
、
ど
う
い
う
意
味
を
も
つ
の
だ
ろ
う
か
。『
孔
子
』
第
一
章
に
、
一
団
が
目
指
す
負
函
の
郊
外
に
入
っ
た
時
、
子
路
が
代
表
し
て
長
官
・
葉
公
に
会
い
、
孔
子
の
人
柄
を
聞
か
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
場
面
が
あ
る
。
論
語
の
「
葉
公
、
孔
子
を
子
路
に
問
う
。
子
路
、
対
え
ず
。」
の
場
面
で
あ
る
。
こ
の
時
、
井
上
靖
は
、
孔
子
の
人
間
的
な
魅
力
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
（
注
14
）。
こ
の
場
面
以
降
、
蔫
薑
の
語
り
は
、
人
間
・
孔
子
の
特
色
、
魅
力
を
説
く
こ
と
に
比
重
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
翌
日
、
検
問
所
か
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
夜
の
明
け
る
の
を
待
た
な
い
で
、
昭
王
は
、
十
数
騎
を
従
え
て
前
線
へ
と
出
か
け
て
行
っ
た
と
い
う
。
葉
公
は
楚
国
の
大
官
で
あ
る
。
今
、
楚
は
陳
国
を
舞
台
に
宿
敵
・
呉
と
戦
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
葉
公
か
ら
の
口
上
に
よ
る
と
、
王
は
い
つ
帰
る
か
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
負
函
に
戻
れ
ば
お
目
に
か
か
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
滞
在
中
、
孔
子
は
負
函
の
町
の
隅
々
を
歩
い
た
。「
近
き
者
説よろこ
び
、
遠
き
者
来
る
」。
理
想
の
政
治
の
行
き
届
い
た
国
と
し
て
、
子
は
、
そ
の
こ
と
を
葉
公
に
伝
え
る
。「
近
者
説
、
遠
者
来
」。
蔫
薑
は
、
そ
の
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
そ
の
六
字
の
政
治
論
こ
そ
、
子
が
負
函
の
町
を
、
何
回
か
に
亘
っ
て
、
隅
か
ら
隅
ま
で
歩
き
廻
ら
れ
た
果
て
に
、
葉
公
の
政
治
に
対
し
て
持
つ
こ
と
が
で
き
た
讃
辞
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
蔫
薑
は
、「
私
は
今
、
こ
の
奥
山
の
住
居
を
出
て
、
訪
ね
て
み
た
い
所
を
一
つ
挙
げ
よ
と
言
わ
れ
た
ら
、
遠
い
昔
、
子
の
お
供
を
し
て
入
っ
た
負
函
と
い
う
町
を
選
び
ま
す
。」
と
い
う
。
何
故
か
。
そ
の
理
由
を
「
濃
い
闇
に
包
ま
れ
た
、
そ
の
集
落
の
夜
を
歩
い
て
み
た
い
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か
ら
で
あ
り
ま
す
。
四
十
三
年
前
の
夏
、
私
た
ち
は
真
暗
い
深
夜
の
町
を
歩
き
ま
し
た
。」
と
説
明
す
る
（
第
二
章
）。
星
一
つ
な
い
真
暗
い
夜
、「
私
は
左
か
ら
子
に
寄
り
添
う
よ
う
に
し
て
、
子
と
並
ん
で
歩
い
た
」。「
あ
と
に
も
先
き
に
も
、
子
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
お
供
の
仕
方
は
」
な
か
っ
た
と
い
う
。
実
は
こ
の
時
、
彼
ら
は
葉
公
か
ら
、
昭
王
の
死
を
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
子
が
迎
え
た
の
は
、
戦
死
し
た
昭
王
の
柩
で
あ
っ
た
。「
帰
ら
ん
か
、
帰
ら
ん
か
。」
と
い
う
、
子
の
「
雄
叫
び
」
の
よ
う
な
決
意
の
「
宣
言
」
が
発
せ
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
時
で
あ
る
。
昭
王
の
柩
を
迎
え
た
夜
、
失
意
の
子
に
寄
り
添
っ
て
歩
い
た
夜
、
蔫
薑
に
は
、
初
め
て
孔
子
の
真
意
が
理
解
で
き
た
と
い
う
自
覚
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
遠
く
か
ら
仰
ぎ
見
る
存
在
で
し
か
な
か
っ
た
、
子
の
心
に
通
う
蔫
薑
の
立
場
が
、
こ
の
時
か
ら
明
確
に
な
る
。
第
五
章
に
お
け
る
負
函
へ
の
再
度
の
旅
以
来
、
ま
さ
に
蔫
薑
が
主
人
公
と
し
て
、
作
品
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。「
孔
子
を
主
人
公
に
す
る
私
の
小
説
」（
井
上
靖
「
負
函
の
日
没
」・
前
出
）
は
、
後
半
で
は
特
に
、「
蔫
薑
の
物
語
と
い
っ
た
趣
き
」（
曽
根
博
義
「
解
説
」
五
〇
六
頁
、
前
出
）
が
強
く
な
る
。
そ
の
契
機
は
、
孔
子
の
悲
痛
を
知
っ
た
負
函
の
夜
に
淵
源
し
、
そ
の
場
所
へ
の
再
訪
の
実
践
以
来
、
よ
り
鮮
明
に
な
っ
て
く
る
。
蔫
薑
の
負
函
再
訪
の
決
意
は
、
作
家
・
井
上
靖
自
身
が
、
河
南
省
信
陽
の
「
楚
王
城
遺
跡
」
を
訪
ね
、
そ
こ
が
、
か
つ
て
の
負
函
で
あ
る
と
特
定
し
た
こ
と
の
事
実
と
、
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
負
函
と
い
う
地
名
が
、『
春
秋
左
氏
伝
』
に
た
だ
一
箇
所
、「
蔡
の
遺
民
を
負
函
に
致
す
」
に
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
こ
と
は
、
井
上
靖
が
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。
孔
子
が
、
二
千
三
百
年
前
に
「
帰
ら
ん
か
、
帰
ら
ん
か
」
と
決
意
し
て
後
に
し
た
負
函
の
地
、
そ
こ
は
特
別
な
場
と
し
て
、
作
品
に
取
り
込
ま
れ
た
。
蔫
薑
は
、
孔
子
の
負
函
滞
留
の
大
き
な
目
的
が
、
昭
王
に
面
会
し
、
弟
子
た
ち
の
仕
官
を
願
う
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
優
れ
た
個
性
が
、
孔
子
の
目
指
す
理
想
の
国
家
を
建
設
で
き
る
と
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
孔
子
の
真
意
は
叶
え
ら
れ
ず
、
一
行
は
魯
国
へ
の
帰
途
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。
蔫
薑
が
孔
子
を
生
涯
の
師
と
仰
ぎ
、
今
も
、
そ
の
教
え
井
上
靖
『
孔
子
』
覚
書
（
半
田
）
―17―
を
説
き
続
け
る
の
は
、
負
函
で
の
滞
留
の
意
味
と
、
離
国
の
意
味
と
を
考
え
る
行
為
に
通
じ
て
い
る
。
深
い
闇
の
中
の
思
い
出
は
、
や
が
て
燈
火
の
灯
る
町
へ
と
変
貌
す
る
。
負
函
再
訪
の
旅
の
目
的
は
、
そ
の
燈
火
を
確
か
め
る
為
の
も
の
だ
っ
た
の
で
な
い
か
。
蔡
の
遺
民
だ
っ
た
蔫
薑
に
は
、
幼
い
頃
よ
り
、
父
も
母
も
い
な
か
っ
た
と
し
る
さ
れ
る
。
誇
り
高
き
殷
の
血
を
引
き
な
が
ら
、
祖
国
を
失
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
来
歴
に
は
、
郷
愁
や
望
郷
、
思
郷
の
念
が
色
濃
く
投
影
さ
れ
て
い
る
。「
私
は
人
間
と
人
間
と
の
関
係
で
、
一
番
好
き
な
の
は
子
弟
の
関
係
」
で
あ
る
と
い
う
井
上
靖
は
「
数
え
年
六
歳
の
時
か
ら
小
学
校
六
年
ま
で
、
都
会
で
住
ん
で
い
る
両
親
と
離
れ
て
郷
里
の
伊
豆
の
山
村
の
、
小
さ
い
土
蔵
の
中
で
祖
母
と
二
人
で
暮
ら
し
た
」
と
い
う
（「
私
の
自
己
形
成
史
」
昭
和
三
十
五
年
五
月
〜
十
一
月
『
日
本
』
に
掲
載
、
全
七
回
）。「
祖
母
」
と
い
う
の
は
、
彼
の
曽
父
母
の
妾
だ
っ
た
女
性
で
あ
る
。
作
家
に
と
っ
て
、
血
縁
関
係
の
な
い
祖
母
と
の
暮
ら
し
は
、
後
の
自
己
形
成
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
人
と
な
っ
た
作
家
は
、
師
弟
関
係
に
つ
い
て
、「
私
は
何
も
の
か
を
教
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
弟
子
で
あ
る
。
師
は
あ
く
ま
で
も
私
に
と
っ
て
厳
格
な
も
の
で
あ
っ
て
い
い
し
、
私
は
ど
こ
ま
で
も
師
に
対
し
て
は
師
弟
の
礼
を
以
て
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（「
私
の
自
己
形
成
史
」）
と
い
う
。
蔫
薑
に
負
函
再
訪
を
思
い
立
た
せ
た
の
は
、
作
家
井
上
靖
の
、
故
郷
（
古
里
）
願
望
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
心
安
ら
ぐ
」
場
と
し
て
の
、
み
ず
か
ら
の
原
郷
を
訪
ね
る
旅
で
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
は
、
同
時
に
「
近
き
者
説
び
、
遠
き
者
来
る
」
郷
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
秦
敬
一
「『
孔
子
』
論
「
負
函
」
の
構
図
」（『
語
文
と
教
育
』
第
十
二
号
、
平
成
十
年
八
月
三
十
日
発
行
）
に
「
改
め
て
『
負
函
』
と
い
う
土
地
を
考
え
て
み
る
と
、
あ
る
意
味
で
井
上
靖
の
故
郷
と
生
い
立
ち
と
い
っ
た
も
の
が
、
こ
の
『
負
函
』
と
蔫
薑
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
だ
が
、「
あ
る
意
味
」
で
は
な
く
、
そ
こ
は
、
も
っ
と
直
截
的
に
、
井
上
靖
そ
の
人
の
、
最
も
希
求
す
る
場
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
は
、「
逝
く
も
の
」
の
行
き
つ
く
場
、
今
、「
燈
火
が
」
灯
さ
れ
る
場
と
し
て
の
負
函
で
あ
り
、
か
つ
て
子
と
と
も
に
歩
い
た
負
函
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で
あ
り
な
が
ら
、
内
実
は
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。「
四
十
何
年
か
前
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、
地
上
は
暗
く
、
空
は
仄
明
る
く
、
大
平
原
の
ま
っ
た
だ
中
に
置
か
れ
て
い
る
集
落
に
は
、
今
や
点
々
と
、
燈
火
が
灯
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。」（
第
五
章
）。「
火
の
焚
か
れ
る
時
刻
な
の
で
す
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
人
々
の
暮
ら
し
が
あ
り
、
そ
し
て
穏
や
か
な
日
々
の
時
が
流
れ
る
場
な
の
で
あ
る
。
蔫
薑
の
負
函
再
訪
の
目
的
は
、
往
年
の
葉
公
ゆ
か
り
の
地
で
、
そ
し
て
孔
子
と
過
ご
し
た
ゆ
か
り
の
地
で
、
子
の
「
お
詞
」
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
、
と
作
品
で
は
説
明
さ
れ
る
。
漆
黒
の
闇
に
包
ま
れ
た
、
し
か
し
星
の
明
る
い
負
函
の
町
そ
こ
は
今
、
軍
の
要
塞
の
町
と
し
て
変
貌
し
て
い
た
。
四
十
余
年
前
の
、
あ
の
四
方
、
八
方
隙
だ
ら
け
の
、
ふ
し
ぎ
な
大
平
原
の
集
落
、
あ
の
独
特
の
た
た
ず
ま
い
は
、
今
や
、
そ
の
片
鱗
を
も
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
頑
丈
な
城
壁
に
囲
ま
れ
た
、
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
、
堂
々
た
る
楚
・
一
線
の
城
邑
で
あ
り
ま
す
。
「
甲
冑
で
身
を
固
め
た
大
平
原
の
集
落
」。
そ
こ
は
、
か
つ
て
孔
子
が
葉
公
を
称
え
た
よ
う
な
「
初
々
し
い
政
治
の
町
」
で
は
、
も
は
や
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
蔫
薑
は
考
え
る
の
で
あ
る
。「
負
函
と
い
う
町
に
お
け
る
、
亡
ぼ
さ
れ
た
国
の
人
た
ち
だ
け
の
住
居
地
帯
」、
「
こ
の
地
帯
を
歩
い
て
、
判
っ
た
こ
と
で
す
が
、
国
と
い
う
も
の
が
失
く
な
っ
て
い
る
連
中
に
は
、
こ
の
地
域
は
な
ん
と
も
言
え
ず
気
持
ち
の
休
ま
る
、
特
別
な
場
所
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
」
と
。
そ
し
て
蔫
薑
は
、
か
つ
て
の
「
負
函
と
い
う
不
思
議
な
町
」
を
思
い
浮
か
べ
て
、
そ
こ
が
「
子
を
真
ん
中
に
し
た
子
の
一
団
の
、
心
の
故
里
と
い
う
か
、
郷
里
と
い
う
か
、
兎
に
角
、
特
別
な
心
の
拠
り
所
の
あ
る
集
落
で
あ
っ
た
」
こ
と
を
自
覚
す
る
。
秦
敬
一
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
（
前
出
「『
孔
子
』
論
―
「
負
函
」
の
構
図
―
」）、『
孔
子
』
は
、
語
り
手
・
蔫
薑
と
作
家
・
井
上
靖
の
生
涯
が
、「
二
重
構
造
」
を
持
っ
て
成
立
す
る
作
品
で
あ
る
。
だ
が
、
孔
子
を
語
る
蔫
薑
の
物
語
は
、
負
函
の
地
を
境
に
、
一
重
構
造
の
物
語
へ
と
転
換
す
る
。
つ
ま
り
、「
孔
子
」
を
語
り
終
え
た
人
の
、
安
堵
の
息
遣
い
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
語
り
手
と
作
者
と
が
重
井
上
靖
『
孔
子
』
覚
書
（
半
田
）
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な
り
合
う
場
と
し
て
の
、
負
函
の
地
が
あ
る
。
お
わ
り
に
語
り
手
の
蔫
薑
は
、
蔡
の
国
の
遺
民
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
国
を
追
わ
れ
た
デ
ラ
シ
ネ
の
民
と
し
て
の
彼
の
運
命
が
、
孔
子
の
思
想
を
深
く
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
資
格
を
与
え
た
こ
と
に
よ
る
。
作
家
井
上
靖
は
、
論
語
が
戦
国
動
乱
の
世
に
生
ま
れ
た
思
想
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
孔
子
の
十
四
年
間
の
旅
と
、
こ
れ
に
同
行
し
た
蔫
薑
は
、
絶
望
の
歎
き
は
、
師
・
孔
子
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
知
る
。
天
命
と
仁
と
は
、
決
し
て
高
邁
な
観
念
的
思
想
で
は
な
く
、
我
と
我
が
身
近
な
現
実
の
日
常
に
浮
遊
す
る
、
生
活
の
中
に
あ
る
真
理
で
あ
る
こ
と
を
、
孔
子
の
言
説
に
よ
っ
て
知
ら
さ
れ
る
。
川
の
流
れ
も
、
人
間
の
流
れ
も
同
じ
で
あ
る
。
時
々
刻
々
、
流
れ
て
い
る
。
流
れ
、
流
れ
て
い
る
。
長
い
流
れ
の
途
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
る
。
併
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
は
流
れ
流
れ
て
行
っ
て
、
大
海
へ
注
ぐ
で
は
な
い
か
。
／
人
類
の
流
れ
も
、
ま
た
同
じ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
親
の
代
、
子
の
代
、
孫
の
代
と
次
々
に
移
り
変
っ
て
ゆ
く
と
こ
ろ
も
、
川
の
流
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
戦
乱
の
時
代
も
あ
れ
ば
、
自
然
の
大
災
害
に
傷
め
つ
け
ら
れ
る
時
も
あ
る
。
併
し
、
人
類
の
流
れ
も
、
水
の
流
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
支
流
を
併
せ
集
め
、
次
第
に
大
き
く
成
長
し
、
や
は
り
大
海
を
目
指
し
て
流
れ
て
行
く
に
違
い
な
い
。（
第
二
章
）
蔫
薑
は
川
の
上ほとりに
佇
む
孔
子
の
感
慨
を
、
こ
の
よ
う
に
要
約
し
た
。
蔫
薑
が
、
負
函
を
再
び
訪
ね
た
の
も
、
孔
子
の
理
想
と
し
た
旧
都
へ
の
思
い
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
作
家
井
上
靖
が
、
そ
の
負
函
の
地
に
立
っ
た
時
に
は
、
二
千
三
百
年
前
の
理
想
の
都
市
へ
の
遡
行
の
感
慨
と
と
も
に
、
孔
子
の
心
中
深
く
に
封
じ
込
め
ら
れ
た
真
実
へ
の
追
体
験
の
興
奮
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
井
上
靖
に
、「
黄
河
」
と
題
す
る
詩
が
あ
る
。
そ
の
直
筆
が
『
井
上
靖
展
―
文
学
の
軌
跡
と
美
の
世
界
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
〈
平
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成
四
年
〉
九
月
三
日
発
行
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
黄
河
は
巨
大
な
龍
で
あ
る
」
で
始
ま
る
。
人
々
は
、
太
古
か
ら
そ
の
龍
の
腋
や
腰
や
足
指
の
つ
け
根
あ
た
り
に
棲
み
つ
い
て
、
瓶
や
野
菜
を
そ
の
流
れ
で
洗
い
な
が
ら
、
今
日
も
ま
た
明
日
も
、
ひ
そ
や
か
に
虔
し
く
生
き
て
い
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
以
下
、
次
に
続
く
部
分
を
引
用
し
て
み
よ
う
。
夕
闇
が
迫
る
と
、
川
明
り
が
そ
う
し
た
河
岸
の
集
落
に
独
特
の
表
情
を
持
た
せ
る
。
一
日
が
終
っ
た
と
い
う
安
堵
と
淋
し
さ
が
、
村
人
た
ち
を
無
口
に
し
、
石
積
み
の
家
々
を
砦
の
よ
う
に
不
愛
想
に
す
る
。
そ
し
て
川
明
り
の
た
ゆ
と
う
極
く
短
い
時
間
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
集
落
を
横
切
っ
て
行
く
旅
人
た
ち
の
心
を
、
例
外
な
く
永
劫
と
い
う
想
い
が
よ
ぎ
る
。
一
日
に
一
回
、
黄
河
と
い
う
巨
大
な
龍
が
、
己
が
上
に
拡
が
る
天
を
見
入
る
時
な
の
だ
。
詩
の
前
半
部
は
、
黄
河
の
懐
に
抱
か
れ
て
生
活
す
る
人
々
の
姿
が
描
か
れ
る
。
彼
ら
は
「
ひ
そ
や
か
に
虔つつまし
く
生
き
て
い
る
」
と
い
う
。
そ
れ
は
、「
龍
を
忿いか
ら
せ
な
い
よ
う
に
」
と
の
思
い
か
ら
で
あ
る
。
人
々
は
龍
の
恩
恵
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
。
そ
の
龍
さ
え
も
が
、
「
己
が
上
に
拡
が
る
天
」
を
仰
ぎ
見
る
時
が
あ
る
。
自
然
の
摂
理
の
悠
久
の
時
の
流
れ
に
、
逆
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
孔
子
の
一
団
は
、
揺
蕩
た
ゆ
と
う
刹
那
を
生
き
る
旅
人
と
な
っ
て
、
未
来
永
劫
の
世
界
に
向
か
っ
て
歩
み
続
け
た
の
で
あ
る
。
蔫
薑
の
語
り
は
、
「
天
」
を
説
く
こ
と
は
し
な
い
。
す
べ
て
が
「
天
命
」
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、「
逝
く
川
」
の
彼
方
に
は
、
理
想
の
世
界
が
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
人
が
生
の
哲
理
を
み
る
こ
と
に
、
何
の
躊
躇
の
入
る
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
井
上
靖
『
孔
子
』
は
、
蔫
薑
の
語
り
を
通
し
て
、
み
ず
か
ら
の
来
し
方
を
語
り
、
行
方
を
確
信
的
に
語
る
、
作
家
の
信
念
が
投
影
さ
れ
た
作
品
な
の
で
あ
る
。
作
家
に
於
け
る
揺
蕩
う
刹
那
の
心
情
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
祖
母
と
の
思
い
出
と
、
父
母
に
繋
が
る
心
の
ふ
る
さ
と
へ
の
回
帰
、
ま
た
は
憧
憬
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
井
上
靖
『
孔
子
』
覚
書
（
半
田
）
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（
注
）
（
１
）
井
上
靖
『
孔
子
』
を
語
る
（
新
潮
カ
セ
ッ
ト
講
演
テ
ー
プ
、
一
九
九
〇
年
二
月
二
十
日
発
行
）
参
照
。
ま
た
単
行
本
『
孔
子
』（
新
潮
社
、
平
成
元
年
九
月
十
日
発
行
）
の
帯
に
「
作
者
は
『
論
語
』
の
成
立
過
程
を
追
っ
て
、
中
国
に
そ
の
足
跡
を
訪
ね
る
こ
と
六
回
。
こ
こ
に
二
十
年
来
の
悲
願
を
達
成
し
た
。」
と
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
。
（
２
）
大
江
健
三
郎
と
の
「
対
談
『
孔
子
』
に
つ
い
て
」（『
新
潮
』
第
八
十
六
巻
第
十
一
号
、
平
成
元
年
十
一
月
号
）
の
中
で
、
井
上
靖
は
「
江
戸
幕
府
は
君
子
を
江
戸
の
若
い
官
吏
の
理
想
的
タ
イ
プ
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
彼
ら
は
勉
強
し
ま
し
た
。
喧
嘩
も
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
三
百
年
は
続
い
た
。
こ
れ
は
決
し
て
悪
く
は
な
い
こ
と
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
だ
け
れ
ど
も
、『
論
語
』
と
い
う
も
の
の
本
当
の
精
神
と
い
う
も
の
か
ら
は
ず
れ
た
。
そ
れ
を
多
少
、
幾
つ
か
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
ら
貝
塚
さ
ん
（
筆
者
注
：
貝
塚
茂
樹
）
が
、
全
部
判
っ
て
い
ま
す
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
で
も
、
江
戸
の
『
論
語
』
が
あ
っ
た
た
め
に
、
明
治
の
近
代
化
へ
入
っ
て
い
け
た
」
と
す
る
貝
塚
の
発
言
を
紹
介
し
て
い
る
。
（
３
）
井
上
靖
「
負
函
の
日
没
―
『
孔
子
』
取
材
行
―
」（『
新
潮
』
第
八
十
六
巻
第
九
号
、
平
成
元
年
九
月
号
）
参
照
。
こ
の
中
で
、
作
者
は
「
春
秋
の
初
期
に
は
、
既
に
周
辺
の
集
落
と
は
異
な
っ
て
、
大
き
い
構
え
を
も
っ
た
こ
の
城
邑
は
造
ら
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
そ
こ
へ
蔡
の
遺
民
が
入
っ
て
来
て
、
こ
の
時
、
町
は
更
に
大
き
く
な
っ
た
に
違
い
な
い
。」
と
当
時
の
「
負
函
」
の
様
子
を
推
測
し
て
い
る
。
（
４
）「〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〉
井
上
靖
氏
に
聞
く
―
『
孔
子
』
か
ら
『
わ
だ
つ
み
』
へ
―
」（『
文
学
』
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
九
〇
年
冬
号
、
岩
波
書
店
）
に
拠
る
。
聞
き
手
は
編
集
部
。
井
上
靖
の
発
言
の
中
に
「『
論
語
』
そ
の
も
の
は
、
平
岡
武
夫
さ
ん
の
『
全
釈
論
語
』（
漢
文
大
系
第
一
巻
、
集
英
社
、
一
九
八
〇
年
）
に
拠
り
ま
し
た
。」
と
あ
る
。
（
５
）
井
上
靖
・
大
江
健
三
郎
「『
孔
子
』
に
つ
い
て
」（『
新
潮
』
第
八
十
六
巻
第
十
一
号
、
平
成
元
年
十
一
月
号
）
参
照
。
こ
の
対
談
の
中
で
、
井
上
靖
は
、「
憤
り
を
発
し
て
食
を
忘
れ
、
楽
し
ん
で
以
て
憂
い
を
忘
れ
」
の
例
を
挙
げ
、
孔
子
の
詞
が
、
現
実
的
な
生
活
の
中
に
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
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（
６
）
下
村
湖
人
『
論
語
物
語
』〈
旺
文
社
文
庫
〉（
旺
文
社
、
昭
和
四
十
一
年
九
月
一
日
発
行
）
参
照
。
引
用
は
二
三
五
頁
〜
二
三
六
頁
。「
序
文
」
に
は
、
「
孔
子
は
一
生
こ
つ
こ
つ
と
地
上
を
歩
き
な
が
ら
、
天
の
こ
と
ば
を
語
る
よ
う
に
な
っ
た
人
で
あ
る
。
天
の
こ
と
ば
は
語
っ
た
が
、
彼
に
は
神
秘
も
な
け
れ
ば
、
奇
蹟
も
な
か
っ
た
。
い
わ
ば
、
地
の
声
を
も
っ
て
天
の
こ
と
ば
を
語
っ
た
人
な
の
で
あ
る
。」（
三
頁
）
と
あ
る
。
（
７
）
井
上
靖
は
三
好
行
雄
と
の
対
談
の
中
で
「
歴
史
上
の
事
件
」「
歴
史
的
人
物
」
を
書
い
た
も
の
を
「
歴
史
小
説
」、
そ
れ
以
外
の
時
代
小
説
を
「
娯
楽
小
説
」
と
区
別
す
る
。
ま
た
、「
敦
煌
」「
蒼
き
狼
」
な
ど
史
実
の
少
な
い
も
の
は
、「
小
説
家
の
責
任
に
お
い
て
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
辿
っ
て
み
よ
う
、
と
い
う
感
じ
な
の
で
す
ね
。」
と
語
っ
て
い
る
（『
國
文
學
』
第
二
十
巻
第
三
号
、
昭
和
五
十
年
三
月
号
）。
（
８
）
新
潮
文
庫
『
孔
子
』（
新
潮
社
、
平
成
七
年
十
二
月
一
日
発
行
）「
解
説
」（
五
〇
六
頁
）。
特
に
、
第
五
章
を
「
蔫
薑
の
物
語
」
と
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
蔫
薑
の
負
函
再
訪
の
モ
チ
ー
フ
が
、
よ
り
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
負
・
函
に
籠
め
ら
れ
た
地
名
（
町
名
）
の
考
察
も
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
余
裕
が
な
い
。
但
し
、
井
上
靖
は
「〈
絶
筆
〉
負
函
」（『
新
潮
』
第
八
十
八
巻
第
四
号
、
平
成
三
年
四
月
号
）
で
「
調
べ
て
み
る
と
、
果
た
し
て
普
通
の
、
そ
こ
ら
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
、
平
凡
な
集
落
で
は
な
か
っ
た
。〝
負
函
〞
な
る
二
字
は
、〝
危
険
地
帯
〞（
或
い
は
〝
難
所
〞）
を
背
負
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
」
だ
と
し
て
い
る
。
（
９
）
但
し
、
蔫
薑
は
、
自
分
を
「
隠
者
ま
が
い
」
と
表
現
し
、「
隠
者
」
と
は
断
言
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
孔
子
が
「
現
在
の
私
が
送
り
迎
え
し
て
い
る
よ
う
な
生
活
」
を
「
お
持
ち
に
な
り
た
か
っ
た
」
と
蔫
薑
が
推
測
す
る
と
き
、
正
し
く
は
「
隠
者
ま
が
い
」
の
生
活
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
孔
子
が
、
蔫
薑
の
推
測
す
る
よ
う
な
生
活
を
希
求
し
て
い
た
か
、
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
表
現
か
ら
、
孔
子
・
蔫
薑
の
一
体
化
を
図
る
作
家
の
意
図
が
窺
え
る
。
（
10
）
井
上
靖
は
大
江
健
三
郎
と
の
対
談
（
注
５
に
同
じ
）
の
中
で
「
私
は
殷
の
フ
ァ
ン
な
ん
で
す
。」
と
語
り
、
青
銅
器
や
文
字
の
文
化
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
上
蔡
と
新
蔡
の
解
釈
が
、
漢
書
で
は
上
蔡
が
五
百
年
、
新
蔡
が
四
十
年
足
ら
ず
の
歴
史
だ
と
あ
る
が
、
史
記
で
は
そ
の
逆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
作
品
で
は
、
漢
書
の
通
り
に
書
い
た
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
新
蔡
を
生
国
に
持
つ
蔫
薑
は
、
不
安
定
な
政
情
の
中
で
、
歴
井
上
靖
『
孔
子
』
覚
書
（
半
田
）
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史
に
翻
弄
さ
れ
、
故
郷
を
喪
失
し
た
人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
（
11
）
勝
呂
奏
「
井
上
靖
『
孔
子
』
ノ
ー
ト
〝
迅
雷
風
烈
」（『
奏
』
第
六
号
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
五
日
）
参
照
。
同
論
文
に
は
、
手
術
後
の
井
上
靖
が
、「
天
命
へ
の
理
解
」
を
中
心
に
『
孔
子
』
を
脱
稿
し
た
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
（
12
）
井
上
靖
「
養
之
如
春
」（『
婦
人
公
論
』
昭
和
三
十
五
年
一
月
号
、
別
冊
付
録
）
に
「
私
の
郷
里
伊
豆
の
家
の
二
階
の
座
敷
に
か
か
っ
て
い
る
横
額
の
言
葉
」
と
あ
り
、「
私
は
小
さ
い
時
か
ら
、
こ
の
言
葉
を
見
て
育
っ
て
来
て
い
る
の
で
、
こ
の
言
葉
は
郷
里
の
家
の
柱
や
天
井
板
と
同
様
に
、
私
に
は
特
別
な
親
し
さ
と
、
特
別
な
懐
か
し
さ
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
郷
里
や
郷
里
の
家
の
匂
い
と
同
じ
匂
い
を
持
っ
て
い
る
。」
と
あ
る
。
そ
の
言
葉
を
、
「
春
の
光
が
万
物
を
育
て
る
よ
う
に
、
凡
そ
人
生
の
こ
と
柄
と
い
う
も
の
は
気
長
に
の
ん
び
り
と
や
る
べ
き
で
あ
る
。」
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
何
事
に
つ
け
て
も
「
一
朝
一
夕
に
そ
れ
を
育
て
上
げ
る
態
度
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
。」
と
す
る
み
ず
か
ら
の
座
右
銘
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
（
引
用
は
『
故
里
の
鏡
』
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
七
年
八
月
十
日
発
行
、
十
三
頁
）。
（
13
）
井
上
靖
「
中
国
の
読
者
へ
」（
鄭
民
欽
訳
『
孔
子
』（
中
国
人
民
日
報
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
三
月
）
の
序
文
（
未
見
）。
引
用
は
、『
井
上
靖
全
集
』
別
巻
（
新
潮
社
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
二
十
五
日
）、
二
八
一
頁
。
（
14
）
こ
の
時
、
子
路
は
孔
子
の
人
柄
に
つ
い
て
、
緊
張
の
余
り
、
う
ま
く
説
明
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
聞
い
た
孔
子
は
、「
憤
り
を
発
し
て
食
を
忘
れ
、
楽
し
ん
で
以
て
憂
い
を
忘
れ
、
老
い
の
ま
さ
に
至
ら
ん
と
す
る
を
知
ら
ざ
る
の
み
。」
と
答
え
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
、
と
伝
え
た
。
作
品
で
は
、
孔
子
は
自
ら
の
性
格
や
態
度
を
こ
こ
で
表
明
し
た
こ
と
に
な
る
。
井
上
靖
は
、「
こ
こ
に
み
る
孔
子
の
詞
は
、
孔
子
の
面
目
躍
如
と
し
て
い
て
、
素
晴
ら
し
い
。」
と
称
え
、「
そ
の
場
に
は
葉
公
は
居
な
い
が
、
併
し
、
当
代
一
流
の
文
化
人
・
葉
公
に
答
え
る
詞
と
し
て
、
孔
子
は
自
分
と
い
う
人
間
を
、
あ
り
の
ま
ま
、
直
截
に
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。」
と
解
説
し
て
い
る
（
前
出
「〝
負
函
〞
の
日
没
―
『
孔
子
』
取
材
行
」）。
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〔
附
記
〕本
稿
で
は
、
井
上
靖
『
孔
子
』（
新
潮
社
、
平
成
元
年
九
月
十
日
発
行
）
を
底
本
と
し
、
新
潮
文
庫
『
孔
子
』（
新
潮
社
、
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
五
日
、
二
十
九
版
）
を
参
考
に
し
た
。
な
お
、
ル
ビ
は
適
宜
取
捨
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
に
参
照
、
引
用
さ
せ
て
頂
い
た
文
献
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
本
稿
中
に
（
注
記
）
し
た
。
書
誌
に
関
し
て
は
、『
井
上
靖
全
集
別
巻
』（
新
潮
社
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
二
十
五
日
発
行
）
所
収
の
曽
根
博
義
編
「
井
上
靖
作
品
年
表
」
を
参
照
さ
せ
て
頂
い
た
。
文
献
の
刊
記
に
つ
い
て
は
、
原
本
の
表
記
に
従
い
、
西
暦
・
和
暦
の
マ
マ
と
し
た
。
（
は
ん
だ
よ
し
な
が
・
皇
學
館
大
学
特
別
教
授
）
井
上
靖
『
孔
子
』
覚
書
（
半
田
）
―25―
